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全国医療経営士実践研究大会
病院経営は新たなステージへ!
医療経営士の職域確立
からはじまる人材革命

第 11 回 WEB大会
【
大
会
テ
ー
マ
】

吉長成恭　 広島経済大学特別客員教授／一般社団法人日本医療経営実践協会参与大会運営委員長

2022年

11月1日火
  30日水

開催期間

参加エントリー／演題発表登録
特設WEBサイトにて受付中!
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第11回全国大会 大会プログラム　開催期間：11月1日火～30日水

演
題
発
表
の
質
疑
応
答
が
復
活

熱
い
思
い
を
ぶ
つ
け
合
お
う
！

つ
の
か
。
神
野
氏
の
口
か
ら
語

ら
れ
る
新
し
い
時
代
の
人
材
育

成
の
あ
り
方
に
注
目
だ
。

　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
座
談

会
）
で
は
、
座
長
に
株
式
会
社

メ
デ
ィ
ヴ
ァ
取
締
役
の
小
松
大

介
氏
を
迎
え
る
。
出
演
者
に
は

医
療
経
営
士
１
級
を
持
つ
５
名

が
決
定
。
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

進
む
病
院
経
営
に
お
い
て
、
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　

ラ
イ
ブ
の
配
信
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
行
わ
れ
る
「
ス
ペ
シ
ャ
ル

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
医
療
経
営

士　

思
考
塾
」
は
、
11
月
８
日

（
火
）
の
15
時
ス
タ
ー
ト
。
昨

年
に
引
き
続
き
多
摩
大
学
医

療
・
介
護
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
研

究
所
副
所
長
の
石
井
富
美
氏
が

座
長
を
務
め
、
医
療
経
営
士
が

抱
え
る
課
題
を
考
え
て
い
く
。

　

演
題
発
表
は
昨
年
同
様
、
事

前
に
収
録
し
た
発
表
を
配
信
す

　

特
別
対
談
で
は
当
協
会
参
与

で
大
会
運
営
委
長
を
務
め
る
吉

長
成
恭
氏
（
広
島
経
済
大
学
特

別
客
員
教
授
）
が
ホ
ス
ト
役
と

な
り
、
参
議
院
議
員
の
石
田
昌

宏
氏
を
迎
え
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
時
代
の
医
療
と
経
済
、
医
療

機
関
経
営
」
を
テ
ー
マ
に
語
り

合
う
。
男
性
看
護
師
と
し
て
初

の
国
会
議
員
で
あ
り
、
医
療
機

関
で
の
勤
務
経
験
も
あ
る
石
田

氏
が
示
す
方
向
性
は
、
こ
れ
か

ら
の
医
療
経
営
に
と
っ
て
重
要

な
羅
針
盤
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

基
調
講
演
に
は
当
協
会
理
事

で
あ
り
、
今
年
５
月
に
設
立
さ

れ
た
一
般
社
団
法
人
日
本
医
療

経
営
職
域
対
策
協
議
会
の
代
表

理
事
を
務
め
る
神
野
正
博
氏
が

登
壇
。
今
大
会
の
テ
ー
マ
に
も

あ
る
「
職
域
確
立
」
と
い
う
キ

ー
ワ
ー
ド
が
、
こ
れ
か
ら
の
医

療
機
関
に
お
け
る
人
材
教
育
に

お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

る
形
で
行
わ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
前

の
現
地
開
催
に
お
い
て
行
っ
て

い
た
演
題
発
表
者
に
よ
る
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
質
疑
応
答
を
、
今

大
会
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
会
期

中
の
11
月
17
日
（
木
）
に
実
施

す
る
。
配
信
で
発
表
を
視
聴
し

た
方
は
、
自
身
の
理
解
を
深
め

る
た
め
に
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

演
題
発
表
の
時
間
は
１
人
当

た
り
15
分
、
審
査
委
員
長
は
大

会
運
営
委
員
長
で
も
あ
る
吉
長

成
恭
氏
が
務
め
る
。

当
協
会
が
本
年
11
月
に
開
催
す
る
第
11
回
全
国
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
決
定
し
た
。昨
年
同
様
１
カ
月
間

に
わ
た
っ
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
で
行
わ
れ
る
が
、視
聴
者
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
拡
充
。

よ
り
臨
場
感
を
持
っ
た
形
へ
と
進
化
し
た
今
大
会
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
お
伝
え
す
る
。

演
題
発
表
の
配
信
に
加
え

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
復
活

病
院
経
営
の
新
ス
テ
ー
ジ
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
ぶ
１
カ
月

配信方式 プログラム・登壇者

録画40分
特別対談　アフターコロナ時代の医療と経済、医療機関経営
石田昌宏氏（参議院議員）
吉長成恭氏（大会運営委員長／一般社団法人日本医療経営実践協会参与／
	 広島経済大学特別客員教授）

録画30分
基調講演　医療経営士の職域確立とこれからの人材教育
神野正博氏（一般社団法人日本医療経営実践協会理事／一般社団法人日本職域対策協議会
	 代表理事／公益社団法人全日本病院協会副会長／一般社団法人日本病院会
	 常任理事／社会医療法人財団董仙会恵寿総合病院理事長）

録画60分
トークセッション 座談会　病院経営は新たなステージへ！
――今、求められる“人財”と組織体制
【座長】小松大介氏（株式会社メディヴァ取締役）

録画各15分 演題発表 （テーマ：医療機関事務部門の職域確立・組織構築・人材教育〈育成・養成〉）

ライブ60分
11/8火
15〜16時

スペシャルトークセッション　医療経営士　思考塾
医療経営に関する悩みを参加者全員で考えよう！
【座長】石井富美氏（多摩大学医療・介護ソリューション研究所副所長）

ライブ
11/17木
14〜17時

演題発表者　ディスカッション・質疑応答
【司会】吉長成恭氏（大会運営委員長／
	 一般社団法人日本医療経営実践協会参与／
	 広島経済大学特別客員教授）

医療経営士 演題発表

詳細は大会特設サイト（https://conference-jmmpa.jp/）にてご確認ください

第11回「全国医療経営士
実践研究大会」WEB大会の

プログラムが決定
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2 0 2 2 年 度 診 療 報 酬 改 定 完 全 対 応 !

■編著者代表：井上貴裕 (千葉大学医学部附属病院副病院長・病院経営管理学研究センター長・特任教授)　■定価：3,080円（税込）⇒会員価格：2,464円（税込）
※会員価格でのご購入は日本医療経営実践協会ホームページより「協会推薦図書注文票」をダウンロードしてFAXにてお申し込みください。

【第1章 診療報酬制度の概要】
診療報酬制度の概要／診療報酬の改定／医療経済実態調査／
医療における消費税問題／診療報酬の基本的な仕組み

【第2章 病院機能別・診療報酬による戦略的経営】
急性期を中心とする一般病院／回復期・地域包括ケアから
慢性期医療を提供する一般病院／精神科病院・精神病床／
診療報酬の視点からの重要成功要因

【第3章 診療報酬を巡る論点】
医薬分業／薬剤の償還制度／手術料に関する改定の変遷／
医療情報の電子化と診療報酬

【第4章 戦略的経営の推進と経営企画部門】
経営企画部門の設置／診療報酬シミュレーションの方法／
統計データの活用／ビジョンに基づいた戦略的経営

主
な
内
容

医療経営士中級テキスト 専門講座 第1巻【第6版】
「診療報酬制度と医業収益」～病院機能別に考察する戦略的経営～

最新情報の
チェックと知識の
アップデートに最適！
すでに2級以上を
お持ちの方も
ぜひご一読を!

　私たちは、研究・実務・外部支援など様々な形
で医療機関の経営に関わってきました。本研究
は、ICTをはじめとした技術の進展や少子高齢社会の加速に伴う人
口構造・疾病構造の変化も相まって、医療経営においても生産性の向
上が極めて重要なテーマの１つになるとの認識から企画いたしまし
た。本研究には、医療経営に関わる様々な立場の方からのご意見をう
かがいつつ進めていくことが不可欠であると考えており、実践的な
医療経営能力を備えた医療経営士の育成に尽力されている日本医療
経営実践協会の研究助成に応募させていただきました。

　本研究では、生産性を「付加価値と投入資源のバランス」として捉
え、医療機関の生産性向上には医療サービスの品質向上が重要であ
るという前提に基づき、「医療サービス品質指標」を作成することを
目的としています。医療機関では、すでにQIなど医療の質および経
営の質における指標の開発が進んでいますが、本研究では、医療機関
のサービス品質を高めるうえで医療機関の外部事業者（院内外でサ
ービスを提供する企業・委託事業者等）も重要な要素と捉えて検討す
る点がポイントです。

　本研究では「医療サービス品質」を効果的に測定する指標の開発を
目標としています。医療経営に携わる方々が、これらの指標を測定・
管理することで、医療機関のサービス品質、ひいては生産性が向上す
ることを最終的な成果として目指してまいります。

　医療の世界では1990年代以降からEBMの概念がいち早く浸透し
ていますが、近年では行政における政策立案でもEBPM（Evidence 
Based Policy Making：証拠に基づく政策立案）への取り組みが加
速しつつあります。マネジメントにおいても、様々な情報を適切に活
用した証拠に基づくマネジメントの重要性は高まっており、本研究
がそのような取り組みの一助となればと願っております。
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本協会が2018年より開始した「医療経営に関する研究助成」事業も第５回を数える（懸賞論文「日本医療経営実践賞」は2019年よりスタート）。
指定課題研究では３件（いずれも共同研究）の応募があり、選考委員会における厳正な審査を経て、１件の採択が決定した。

昨年、初の最優秀賞受賞者が誕生した懸賞論文には４件（個人2名・共同２名）の応募があり、近日中に受賞の可否が決定される予定である。

　

本
年
度
は
、❶「
医
療
経
営
に

お
け
る
Ｄ
Ｘ
」、
❷「
医
療
機
関

の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
：
機
能
分

化
と
連
携
に
向
け
た
取
り
組

み
」、❸「
医
療
に
お
け
る
生
産

性
の
向
上
」の
３
つ
に
、最
多
会

員
数
を
占
め
る
医
薬
品
製
造
・

卸
売
の
方
々
か
ら
の
応
募
を
促

す
狙
い
で
、
新
た
に
❹「
医
療

改
革
に
お
け
る
医
薬
品
企
業
、

医
薬
品
卸
売
企
業
の
役
割
」
を

加
え
た
４
つ
の
テ
ー
マ
を
指
定

課
題
と
し
、
❷
～
❹
に
１
件
ず

つ
の
計
３
件
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

５
月
23
日
に
有
識
者
に
よ
る

選
考
委
員
会
（
選
考
委
員
長
：

尾
形
裕
也
・
九
州
大
学
名
誉
教

授
）が
開
催
さ
れ
、６
つ
の
審
査

項
目
（
①
テ
ー
マ
、
②
独
創
性
、

　

懸
賞
論
文
「
日
本
医
療
経
営

実
践
賞
」
に
つ
い
て
は
、
一
昨

年
よ
り
応
募
の
間
口
を
広
げ
る

た
め
、
論
文
の
み
な
ら
ず
事
例

研
究
レ
ポ
ー
ト
等
を
含
め
、
形

式
を
問
わ
ず
優
れ
た
内
容
の
も

の
を
選
考
対
象
と
す
る
と
改
め

ら
れ
た
。
昨
年
度
は
初
の
最
優

秀
賞
受
賞
者
が
誕
生
し
、
懸
賞

金
１
０
０
万
円
が
授
与
さ
れ
た
。

本
年
度
は
個
人
２
件
、
共
同
２

件
の
い
ず
れ
も
医
療
機
関
勤
務

者
に
よ
る
４
件
の
応
募
が
あ

り
、
昨
年
に
続
く
最
優
秀
賞
受

賞
者
誕
生
に
期
待
が
高
ま
る
。

　

な
お
、
指
定
課
題
研
究
の
中

③
研
究
方
法
、④
倫
理
性
、⑤
実

現
可
能
性
、⑥
予
算
）に
基
づ
き

厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
選
考

委
員
会
で
挙
が
っ
た
要
望
・
提

言
を
踏
ま
え
た
修
正
案
を
再
度

提
出
い
た
だ
き
、
改
め
て
審
議

を
重
ね
た
結
果
、
渡
邊
亮
氏
の

共
同
研
究
が
採
択
と
な
っ
た

（
表
）。
採
択
者
に
は
申
請
金
額

に
応
じ
て
１
件
当
た
り
最
大

２
５
０
万
円
が
支
給
さ
れ
る
。

　

生
産
性
の
向
上
は
、
生
産
年

齢
人
口
の
大
幅
な
減
少
も
あ
っ

て
日
本
の
産
業
界
全
般
に
お
け

る
構
造
的
な
課
題
で
あ
る
。
こ

と
に
労
働
集
約
性
が
高
く
、
働

き
方
改
革
を
迫
ら
れ
る
医
療
界

に
お
い
て
は
喫
緊
の
課
題
と
い

え
よ
う
。
採
択
に
あ
た
り
、
渡

邊
氏
よ
り
Ｑ
＆
Ａ
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
い
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご

一
読
い
た
だ
き
た
い
。

間
報
告
会
お
よ
び
懸
賞
論
文
の

授
賞
記
念
講
演
は
、
本
協
会
指

定
の
期
間
中
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
配

信
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
指
定

期
間
ほ
か
詳
細
が
決
定
次
第
、

改
め
て
公
表
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
本
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
の
「
研
究
助
成
ア
ー
カ
イ

ブ
」
に
お
い
て
、
過
去
の
「
研

究
助
成
」に
関
わ
る
成
果
物（
研

究
要
旨
・
最
終
報
告
書
・
そ
の

他
資
料
）
お
よ
び
動
画
が
自
由

に
閲
覧
で
き
る
よ
う
常
時
公
開

さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
本
協
会
会

員
の
貴
重
な
共
有
財
産
と
し
て

ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
次

回
以
降
の
「
医
療
経
営
に
関
す

る
研
究
助
成
」
応
募
の
参
考
に

ご
活
用
い
た
だ
き
、
医
療
界
に

一
石
を
投
じ
る
よ
う
な
提
言
・

研
究
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
い

た
だ
き
た
い
。

選
考
委
員
会
の
提
言
を
踏
ま
え
、

研
究
内
容
を
吟
味
し
採
択
へ

指定課題研究で1名の採択が決定! 懸賞論文に４名が応募!
医療界に一石を投じる提言・研究に向けてチャレンジを!!

第 5回（ 2 0 2 2年度）「医療経営に関する研究助成」

４
件
の
応
募
に
、昨
年
に
続
く

最
優
秀
賞
受
賞
者
の
誕
生
は
？

「
研
究
助
成
ア
ー
カ
イ
ブ
」は
、

会
員
相
互
の
貴
重
な
共
有
財
産

第5回（2022年度）指定課題・研究助成金支給対象者（敬称略）

採択者・渡邊 亮氏からのQ&Aメッセージ

▶	指定課題❸「医療における生産性の向上」
	 ●代表執筆者：
	 	 渡邊 亮（神奈川県立保健福祉大学ヘルスイノベーション研究科准教授、非会員）
	 ●タイトル：「医療機関の生産性向上に資する医療サービス品質指標の開発」

【Q2】	 研究のポイント

【Q3】	 目指す成果

【Q4】 本研究を通じてPRしたいこと、医療経営士へ向けたメッセージ

研究を行うことになった経緯、
応募の動機【Q1】 

表



医療側弁護士による
「トラブルを未然に防ぐカルテの書き方」

医療・介護を提供する中で、一定の割合で有害事象が
起きてしまい、それが原因で紛争・トラブルになるこ
と、ひいては訴訟になってしまうことは避けられま
せん。その際に「カルテ記載」が重要になることはご
存じのところかと思いますが、臨床現場でカルテ記
載に割ける時間は限られています。どのような場面
でカルテ記載に注力し、どのようなポイントを記載
すればよいのかを理解するためのセミナーです。

■講師 	  弁護士 山崎祥光
	 （弁護士法人御堂筋法律事務所パートナー）
■受講費用 	  ⃝基本アカウント：66,000円（税込。
	  　同一組織で2名の登録・2名分のURL
	  　発行が可能）
	  ⃝追加アカウント：33,000円（税込。
	  　同一組織で基本アカウントに追加で
	  　申し込まれる場合、追加1アカウントで
	  　2名視聴可能）
■開催方法 	  Zoomウェビナー方式

【お問い合わせ先】　［大阪事務所］ 弁護士法人御堂筋法律事務所　担当：企画係　TEL：06-6251-7266　FAX：06-6245-5520　E-mail：osakaseminar@midosujilaw.gr.jp

医療機関向け連続ウェブセミナー

第１回 7/21㊍ 「カルテ記載の重要性・基本的考え方」（終了）
第２回 8/18㊍ 「医療行為前の説明・同意取得時の記載」
第３回 9/15㊍ 「有害事象発生時の記載（特に急変時）」
第４回 10/20㊍ 「救急対応とカルテ記載・カルテ開示」
第５回 11/17㊍ 「経過観察・総合判断の場合の記載」
第６回 12/15㊍ 「逸脱患者・家族対応と記載・その他」

詳細はコチラ

※全日14：00～ 15：00開催　※各回終了後に録画配信あり
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事務局掲示板

※日程等は変更になる場合があります。詳細は協会ホームページでご確認ください。

日本医療経営実践協会  支部研究会スケジュール

開催日 開催支部 テーマ 講　師

8月12日（金） 東北
第11回　みやぎ仙台ネットワーク 
「ミドルマネジャーに求められるマネジメントスキル」

大山 実氏（株式会社ワイズマン商品企画本部戦略担当専門部長／
 ストラテジー・スペシャリスト）

8月18日（木） 関東
第1回　もっと幸せな医療研究会 
「明日から楽しく働くための３つの知恵」

豊島久雄（日本経済大学大学院ファーマシーマネジメント研究所） 
福田　徹（日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院　救急科） 
シュナック千賀子（スリーロック株式会社　取締役／
 コーチングファシリテーター）

９月３日（土） 関西
“イチ”からわかる　介護経営オンライン塾　第5回（全５回） 
「高齢者向け住宅の未来介護経営を学ぶ」

古株靖久氏（有限責任監査法人トーマツ） 
熊田圭祐氏（有限責任監査法人トーマツ）

PICK UP 研究会

8/18　関東支部

第1回　もっと幸せな医療研究会

「明日から楽しく働くための３つの知恵」

「医療に関わる人の幸せ」にフォーカスを当
てる研究会。第1回は世話人３名が登壇。豊島
久雄氏（日本経済大学大学院ファーマシーマ
ネジメント研究所）は「もっと幸せになるため
の３つの観点とは」、福田徹氏（日本赤十字社
愛知医療センター名古屋第二病院救急科）は
「チームを幸せにするリーダーの行動」、シュ
ナック千賀子氏（スリーロック株式会社）は
「パフォーマンスの停滞をどう乗り越えるか」
と題し、それぞれ講演を行う。

■日時
　8月18日（木）19：00～ 20：30
■開催方式
　オンライン（Zoom）
■参加費（税込）
　無料
■お問い合わせ先
　もっと幸せな医療研究会事務局
　mottoshiawasena@gmail.com

「医療経営士実践研究講座」
（WEB講座）開催中！

専門性と実践力を身につけよう
日本ヘルスケア経営学院では、当協会公認の「医療経営士実
践研究講座」をはじめ。さまざまなWEB講座を開催してい
ます。医療経営士の専門性や実践力を高める講座として、大
変好評をいただいております。詳細はホームページにてご
確認ください。

医療経営士の皆様へ
所属先の掲載ご協力のお願い

　当協会ホームページでは、会員の皆様から掲載の同意を
いただいて、医療経営士が所属する医療機関・企業名を公開
しています。
　医療機関の抱えるさまざまな経営課題を迅速かつ的確に
解決できる能力を有する医療経営士の所属先を公開するこ
とで、経営力を持った医療機関であること、医療機関の経営
を支援できる人材が所属する企業であることをアピールで
きます。
　掲載のご同意をいただける方は、下記URLまたはQRコ
ードからご登録ください。

【ご登録はこちらから】

http://www.jmmpa. jp/
support/cat108/

【日本ヘルスケア経営学院ホームページ】

https://hcmi-s.net/
TEL：03-3553-2862

8/12　東北支部

第11回　みやぎ仙台ネットワーク

「ミドルマネジャーに求められるマネジメントスキル」

　宮城県の医療経営士が主体的に活動してい
る「みやぎ仙台ネットワーク」。11回目となる
今回の研究会は株式会社ワイズマンの大山実
氏を講師に迎え、「ミドルマネジャーに求めら
れるマネジメントスキル」をテーマに開催す
る。
　初めての役職や管理職として新たにどのよ
うなスキルが必要なのか？　チームとして効
果的に成果を上げるための代表的なマネジメ
ントスキルについて学ぶ。

■日時
　8月12日（金）19：00～ 20：30
■開催方式
　オンライン（Zoom）
■参加費（税込）
　無料
■お問い合わせ先
　日本医療経営実践協会東北支部
　TEL：022-281-8536（三浦・浅石）



9,100円（税込）
16,000円（税込）　両分野受験者
14,000円（税込）　

【お問い合わせ・お申し込み先】　一般社団法人日本医療経営実践協会事務局　☎03-3553-2906　http://www.JMMPA.jp/

医療経営士 資格認定試験3級 2級

同僚や
お知り合いの方に
ご紹介ください

第37回「医療経営士3級」 第24回「医療経営士2級」

受験資格

試験会場

受験料
※手数料別途

団体受験	 ◇受験者10名を超える場合、団体としてまとめてお申し込みできます。
	 ◇一定の条件を満たした場合、認定会場制度をご利用できます。※審査があります。

※受験エントリーにはマイページへの登録が必要になります。
　詳しくは協会ホームページをご確認ください。

年齢、学歴、国籍等の
制約はありません

3級資格認定試験合格者かつ、
本協会正会員

札幌・盛岡・仙台・さいたま・東京・金沢・
名古屋・大阪・広島・高松・福岡・鹿児島・那覇

札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・那覇

分野受験者
（分野合格者）

医療経営士　資格認定試験　日程
試験日

8月30日火受験料支払締切日

8月1日月～8月29日月受験エントリー期間

1016日2022年

受
験エントリー

8月1日月
より

スタート!!

40歳以上49歳以下 	123人	（37.2％）	 31人	（33.7％） 25.2％
50歳以上59歳以下 	 61人	（18.4％）	 22人	（23.9％） 36.1%
60歳以上 	 12人	（3.6％）	 3人	（3.3％） 25.0％

第23回試験 第1～23回試験累計
受験者数 331人 8,559人
合格者数 92人 2,328人
合格率 27.8% 27.2%

【表1】第23回2級試験および過去試験累計 結果概要

第36回試験 第1～36回試験累計
受験者数 915人 52.034人
合格者数 356人 22,357人
合格率 38.9％ 43.0％

【表4】第36回3級試験および過去試験累計 結果概要

勤務先 受験者数 合格者数 合格率
病医院 	226人	(24.7％）	 102人	（28.7％） 45.1％

医療関連企業 	 211人	（23.1％）	 70人	（19.7％） 33.2％
医薬品製造・卸売 	271人	（29.6％）	 110人	（30.9％） 40.6％
医療機器製造・販売 	 29人	（3.2％）	 7人	（2.0％） 24.1％
金融機関 	  78人	（8.5％）	 30人	（8.4％） 38.5％

大学生・短大生 	 9人	（1.0％）	 4人	（1.1％） 44.4％
その他 	 90人	（9.8％）	 33人	（9.3％） 36.7％

【表6】第34回3級試験 勤務先別構成

年代 受験者数 合格者数 合格率
29歳以下 	 29人	（8.8％）	 4人	（4.3％） 13.8％

30歳以上39歳以下 	106人	（32.0％）	 32人	（34.8％） 30.2％

【表2】第23回2級試験 年代別構成

年代 受験者数 合格者数 合格率
29歳以下 	 193人	（21.1％）	 60人	（16.9％） 31.1％

30歳以上39歳以下 	303人	（33.1％）	124人	（34.8％） 40.9％
40歳以上49歳以下  	274人	（29.9％）	123人	（34.6％） 44.9％
50歳以上59歳以下 	 127人	（13.9％）	 41人	（11.5％） 32.3%
60歳以上 	 17人	（1.9％）	 8人	（2.2％） 47.1％

【表5】第36回3級試験 年代別構成

勤務先 受験者数 合格者数 合格率
病医院 	105人	（31.7％）	 36人	（39.1％） 34.3％

医療関連企業 	 59人	（17.8％）	 18人	（19.6％） 30.5％
医薬品製造・卸売 	 86人	（26.0％）	 24人	（26.1％） 27.9％
医療機器製造・販売 	 19人	（5.7％）	 3人	（3.3％） 15.8％
金融機関  	 32人	（9.7％）	 4人	（4.3％） 12.5％

大学生・短大生 	 1人	（0.3％）	 0人	（0.0％） 0.0％
その他 	 29人	（8.8％）	 7人	（7.6％） 24.1％

【表3】第23回2級試験 勤務先別構成

※カッコ内の数値は全体に占める割合。小数点以下第2位を四捨五
入しているため、合計が100％にならない場合がある。
※2級および３級試験における勤務先別の「金融機関」は第3回（第6
回）から、「医薬品製造・卸売」は第16回（第23回）から、「医療機器
製造・販売」は第21回（第30回）から追加された（カッコ内は3級
試験の試験回）。
※勤務先別の「その他」には、弁護士、税理士等の士業、建設会社等の
一般企業が該当する。
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一般社団法人日本医療経営実践協会は、7月12日（火）、第23回「医療経営士2級」および第36回「医療経営士3級」資格認定試験
（ともに６月12日〔日〕実施）の合格者を発表した。2級試験（11会場）は331人が受験し、92人が合格（合格率27.8％）。

3級試験（19会場）は915人が受験し、356人が合格（合格率38.9％）した。両試験における結果の詳細を報告する。
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医

薬
品
製
造
・
卸
売
」、18
人
の「
医

療
関
連
企
業
」
が
続
い
た
。
合

格
率
で
も「
病
医
院
」が
34
・
３

％
と
、
30
・
5
％
の
「
医
療
関

連
企
業
」、
27
・
９
％
の
「
医
薬

品
製
造
・
卸
売
」
を
超
え
、
受

験
者
数
、
合
格
者
数
、
合
格
率

の
す
べ
て
で
ト
ッ
プ
を
飾
っ
た
。

第23回「医療経営士2級」
第36回「医療経営士3級」
資格認定試験 結果詳報


